
1.集合・対面 (180分)

1) 学習目標・学習方法理解

2) 教員主導の授業

2.集合・対面(180分)

1) グループワーク

2) ワールドカフェ

3. 個人ワーク

(個人の課外時間)

個人Step1.
学習準備

1)授業動画視聴
(オンデマンド20分)

2)出身地域の地域特性,  
保健医療福祉の調査
→考察→記録

3)LMS掲示板に投稿

個人Step2.
学習の振り返りと

学習深化

1)他者から得た講評
と助言を元に再学習

2)個人の記録を修正

個人Step3.
学習の総点検と成果物の

ブラッシュアップ

1)記録の深化を可視化
(1)他地域との比較・考察
(2)発展のアイディア

2)学習内容自己点検と
LMSで完了報告

成果物
提出

２
０
２
０
～

グループワーク①：LMS（所属掲示板）

1. 掲示板上の他者の投稿に対し,

相互に出身地域との比較を含む講評と助言

2. 講評に対しお礼と学習深化宣言を返信, 完了報告

グループワーク②：LMS（他グループの掲示板訪問）

1. 所属以外のグループメンバーの投稿を閲覧

（地域情報や地域の施策など）

2. 自己の学習の深化を目的とした情報収集,

相互に自由コメントの投稿と返信, お礼コメント

〔学習目標〕 ①地域の保健医療福祉の実際と特徴を調査する
②地域に暮らす人の生活と健康課題を考察し,地域の保健医療福祉を発展するアイディアを提案する

〔単元評価〕 個人学習とLMS上でのグループワークを経て完成した成果物（指定書式）の提出
〔評価基準〕 ①自分の出身地域と他地域の特徴を「保健医療福祉」の観点から整理, 考察する

②地域に貢献する活動のアイディアを指定書式にまとめている
③他者からの学習助言を反映させて学習を深化させていることが明記されている

〔授業方法〕 ①動画視聴：学習要点と学習方法の理解 ②個人学習＋LMS上で学習活動

LMSを活用し, 遠隔・非同期で効果的な相互学習を支援する授業設計の評価
〇小池 啓子* ** 海野 文子* 平岡 斉士**

＊埼玉医科大学短期大学看護学科 ＊＊熊本大学教授システム学研究センター

LMS(Learning Management System)を活用した
グループワークの効果を検証し, 授業設計を評価する

目的

看護学教育におけるグループワークは, 
遠隔・非同期であっても, “できる”

-個人学習の発展を目的とした“グループワーク”-
LMSに実装した授業設計と成果, 評価を報告する

あらまし

科目名
単位

（時間）
概要

在宅看護概論
2年次前期

1（15）
在宅看護の歴史と変遷 関係法規, 
社会資源,地域特性に応じた
保健医療福祉の特徴等

在宅看護
2年次後期

2（60）
居宅等で暮らす人への看護技術, 診療補
助技術,在宅看護過程

在宅看護実習
3年次通年

2（90）
訪問看護ステーション, 地域包括支援セ
ンター等での看護実践

セミナー
2年次後期

2（30） 地域・在宅看護に関連する研究の基礎

表1. A短期大学 在宅看護学科目概要

☑履修者全員が期限内の活動と提出完了
☑評価基準クリア
☑力試しテストクリア

結果1. 学習目標達成

方法

☑従来の成果物の出来栄え(記録内容)と大差がない
☑対話が文字で残り, 再生できるため学生に好評
☑オンラインであっても学生の交流ができ, 講評, 

助言, 指摘, 質問が可能であり, 活発

結果3. 集合・対面授業との比較

☑掲示板使用のグループワークに肯定的
☑LMS上の学習に真剣に取り組み, 達成感あり
☑自分の出身地への愛着増加, ほかの地域への

興味増長, 地域差に疑問を持ち始める

☑掲示板使用での対話のやりにくさがある：2%

結果2. 学生の反応

【LMS上でのグループワーク：授業設計の考察】

●自分に関連性の高い“出身地域の調査”から学習活動を
開始すると, グループワークに参加しやすい

●グループワークは“個人学習の深化のための一つの方法で
ある. 学生が認識することで能動的な学習を継続する
●掲示板投稿のサンプル設置と投稿チェックリストの設置
は効果的. 全員の投稿にルールができ, 相互に情報を
探しやすく意見が活発になる

●他者と共に学び相互に承認しあう環境は,  
遠隔であってもほどよい緊張と安心感の中で学習できる

【LMSでの非同期グループワークは“効果的”】

●遠隔・非同期のグループワークは学生の学びやすさと
自己調整学習の姿勢に好影響をもたらす

●他者の意見の反復確認が可能であり,自分の記述内容を精選
する時間を得ることで, 質の高い発言と, 集合・対面時の
学習と同等の成果をもたらす

考察・結論

LMSへの実装教材と学生・授業者の活動

【授業者の活動】
□授業動画収録・配信
■LMSに教材実装

■学習活動実績確認・成果物添削

■授業動画で使用した資料(資料) ■最終成果物書式(資料)
■掲示板への投稿サンプル(掲示板) ■投稿チェックリスト(テスト)
■学習完了報告(アンケート) ■力試し小テスト(テスト)

授業者
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対
比

授業設計 単元：地域特性に応じた保健医療福祉の特徴

14th JSISH 2022

※2020年度～全行程遠隔・非同期（時間制限設定あり）


